
平成㸰㸷年度≉ู㣴ㆤ⪁人ࠕ࣒࣮࣍༓ᑑࡢᅬࠖ事業報告書 

 

理ᛕ Ϩ 利用者・家族・職員のㄡもが安心して生活できる「ሙ」であること 

   ϩ 自分の家族、自分が入ᒃしてもいいなとᛮえるケアをること 

年度テーマ㸻「熱き心と෭たい㢌での実㊶（⛉学とࣄューマニズム）」 

 上記の理ᛕに基づいて、事業を展開してきた。以下、報告する。 

➨㸯 ᴫἣ 

㸯 ㆤ報㓘ᨵᐃక࠺ᙳ㡪 

 大ᖜな減額を伴った平成 27年度介護報酬改定は 29年度までの 3年間であり、29年度も

千寿の園のようなከ床室従来ᆺは非常に厳しい経営内容となっている。 

㸰 人ᮦ☜ಖࡢᅔ㞴ᛶ 

 人材確保はᅔ㞴を極めており、途中採用㹁㹕の 2人は紹介業者の௰介で計約 160 円の

手数料をᡶうこととなり、人材確保の᰿本的は対策がᛴ務である。 

㸱 ⏝⋡㸦✌ാ⋡㸧㛵ࡿࡍ≧ἣ 

 ⾲㸯 ධᒃ࣭▷ᮇ✌ാ⋡ࣇࣛࢢ㸰㸱年度㹼㸰㸷年度 

 平成 27 年度において要介護度 3以上が入ᒃ

要件になったことにより入ᒃᕼᮃ者の自主規

制や他の介護業者（老人保施設・᭷料老人ホ

ーム・サービスき高齢者ఫᏯ等）との➇合に

より入ᒃ利用率は⾲１のとおり下㝆⥺を㎺っ

ている。短期利用者については 29年度におい

てከᑡ上᪼を見ࡏているが、26 年度以前まで

にᡠることはなく౫↛厳しい。 

⾲㸰 ධᒃᒃఫࡓ࠸࡚ࡋሙᡤࡢ᥎⛣     29年度の退ཤ者は 20 人であった。特ᚩとし

て⾲ 4にみられるように 90ṓ௦の入ᒃ者がከ

く、入ᒃ 22人に対し 11人(50%)が 90 ṓ以上

で᭱高年齢は 101ṓであった。平成 23 年度の

入ᒃ者は 27 人だったが 90 ṓ以上は 8人で

29.3%であった。 

 また、⾲２にあるように入ᒃ前のᒃሙ所と

して老人保施設や⒪養ᆺからの転所はᑡな

くなり、ᅾᏯからの入ᒃがとんどになって

きているのが特ᚩ的である。例年、インフルエンザ感染でショートの受け入れ止等が

続いてきたが 29年度は入ᒃ利用者が⨯ᝈすることもなく、利用率に影響ࡎࡏっとし

たところである。29年 8月から全職員で時間を決めて一ᩧΎᤲを実施していることが
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成ຌしたとすれࡤ明るいニュースとなり継続の力になるとᛮっている。 

㸲 ಟ⧋࣭ᨵಟᕤ事࡚࠸ࡘ 

29 年度は大きな修⧋工事がなく、当ึ予算 400 円に対し約 300 円で修⧋工事が 

⤊了した。大きなものとしては３㝵のエアコン修⧋工事で約 116 円であった。 

㸳 ㆤຊྥୖ㸦㉁ࣉࢵࣝ࣋ࣞࡢ㸧ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

水分補給・運動・自立ἥの取り組みは 5 年間を継続して取り組んでおりトイࣞㄏ導・「ト

イࣞἥ」が定╔してきている。県高齢者福祉施設研✲大会（8/4）において「Ṍ行の⋓

得を生きる喜びに繋げる ̿Ṍ行の⋓得を生きる㸫」とテーマで他害行Ⅽのある利用者

が安定した生活を送れるようになった実㊶を報告した。 

㸴 タࡢ࡚ࡋබ┈ཬࡧᆅᇦ㈉⊩άື 

 29年度においても市内 4施設（千寿の園・喜久の園・ᯇ寿園・ᯇ⚽園）共同でケアの質

のᆒ一性をᅗるため、年 5回開催し実㊶交流を深めた。地域ᑎ院の社会資※としての᭷用

性に╔目し、「㔘㏑⚍り」や「㹈㹐さわやかウ࢛ーࢡ」へ法人内施設及び市内障害者施設の

出店をコーディネーションした。またうࡕだデイサービスセンターにおける「青Ⰽ防犯パ

トロール」導入のᶫΏしの役割を果たした。 

➨㸰 యࡢ≧ἣ 

１ 利用状況（利用率） 

平成 29 年度の利用率は、⾲㸫１・⾲㸫2 のとおりである。入ᒃ利用率はやや下がりẼ

で苦ᡓしているが㜚している。短期利用者は稼働率が後半、上向いたが要因としては不

明である。短期利用者向けの౽りを発行したり満足度ㄪ査を行ったりしており、そのこと

が利用率アップに繋がったかどうかも定かでなく、今後の動向をみていく必要がある。 

⾲㸫㸱  ධᒃ⪅⏝㸦✌ാ㸧≧ἣ⾲        ͤධ㝔᪥ᩘࡣ⏝⋡࠸࡞ࡲྵࡣ 

年度 入ᒃ稼働率 短期利用率 退ཤ者数 入院日数 

平成 27 年度 97.6% 68.8% 25 人 143 日 

平成 28 年度 98.0% 63.9% 26 人 97 日 

平成 29 年度 97.1% 69.8% 20 人 23 日 

⾲㸫㸲  㸷㸮ṓ௨ୖࡢධ㏥ཤ⪅≧ἣ    単位：人（入退ཤ数における割合） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

退ཤ者数 ９(36.0%) １５(57.7%) １０（50.0%） 

入ᒃ者数 ８(30.8%)   ８(32.0%) １１（50.0%） 

２ 経営状況（経営活動による収支） 

平成 28 年度の収入は、322,181 千円で、主な内ヂは、介護保険収入 318,410 千円、その

他収入 2,666 千円、償㑏金補助金 1,105千円である。一方、支出は、313,697 千円で、主な

内ヂは、人件費 225,809千円、事業・事務費等 82,022 千円、施設整備・入金償㑏等 5,865

千円であった。 
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また、入金の償㑏は、福祉医⒪機構へ元金 5,000 千円、利ᜥ 315 千円、元利償㑏金合

計 5,315 千円である。医⒪機構の入金残高は残り 4年間で 2,000 千円となっている。 

  㸺収 入㸼                                                     （単位 千円） 

区分 ２９年度 ２８年度 増減  

介護保険 ３１８㸪４９６ ３１１㸪１３３ ７㸪３６３ 

その他 ２㸪３４３ ２㸪７９６０ ４１７ڹ 

計 ３２０㸪８３９ ３１３㸪８９３ ６㸪９４６ 

㸺支 出㸼 

区分 ２９年度 ２８年度 増減  

人件費 ２２８㸪７７１ ２３３㸪４０２ ４ڹ㸪６３１ 

事務、事業費等 ８２,０２２ ７９㸪５５９ ２㸪４６３ 

計 ３１０㸪７９３ ３１２㸪９６１ ２ڹ㸪１６８ 

３ 職員状況（部門別職員数）  

平成 29年度末の常勤職員は 37名で、内ヂは介護職員 23名、┳護職員 5名、管理ᰤ養

士 1 名、事務室職員 8 名である。また、非常勤職員は、嘱託職員・ὴ㐵職員・医師・ṑ

⛉⾨生士等をྵめ 24 名で全体の職員数は 61名である。 

  （平成 30 年 3 月 31 日⌧ᅾ）                  (単位 人) 

区分 

事務室 介護職員 医務室 ㄪ理 計 

施設長・施設

長・介護部長 

相談員・主ᖿ・事

務・ᒃᏯ・管理 

送迎担当・Ύ

ᤲ員・Ὑ℆員 

主任・主任 

一⯡ 

┳護師・嘱託

医師・⾨生士 

管 理 ᰤ 養

士 

 

正規 3 5 ̿ 23 5 1 37 

非正規 ̿ 3 8 8 5 ̿ 24 

計 3 8(3) 8 31(8) 10(5) 1 61 

2９年同期 3    7（1） 8（8） 30（7） 8(1) １ 56 

注）1 （ ）は、非正規職員 

年度退職が正規㹁㹕3 名・非常勤㹁㹕4 名（ὴ㐵ྵࡴ）、正規介護支援専門員 1 名。採用

は新卒㹁㹕2 名・途中正規㹁㹕2 名、非常勤㹁㹕4 名、非常勤Ｎ㹑１名で正規事務職員が非

常勤へ㌟分ษ替が１名であった。人材確保は引き続きᅔ㞴であり、途中での退職補充は極

めてᅔ㞴である。 

４ 施設整備等の状況 

 以下のとおりである。 修⧋費総額 3,028,790 円 ・ 新規・᭦新購入した主なもの 

 主要設備改修 金   額 主要設備改修  金   額 

３㝵エアコン修⧋工事 1,166,400円 その他修⧋工事 760,790円 

エࣞベータロープ取換 356,400円   

2・3㝵床防工事 367,200 円   
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 ෭車修⧋工事 164,160円 備品᭦新・購入 

地下水ポンプ取替 213,840 円 ㈓水ᘧ㟁Ẽ 水器 162,000 円 

                                       

５ 特記事項 

（１）家族・利用者のኌに⪥を傾けᐤりῧう活動 

①家族᠓談会 5/27（ᅵ）開催̿参加 21家族（23名）           

前年、千寿の園で生活し┳取られた方の長⏨による千寿の園での生活・┳取り対応に

ついてのᛮい・感想を㏙べられ⌧ᅾの家族に対して講ヰを行った。さらに 2㝵、3㝵の利

用者に分かれࢢループ᠓談を行った。 

②入ᒃ者᠓談会 30 年 2 月 7・8 日（水・ᮌ）2 㝵 13 名・3 㝵 10 名の参加で実施した。

職員は優しいけどᛁしいとኌをかけづらい、トイࣞでᛣられることもあるとのኌが出

され᫇行ったところへ行きたいなどの要ᮃが出された。 

（２）施設行事 

①夏⚍り㸫7月 15日（ᅵ） 利用者家族 35 ୡᖏ 38 人・来㈱ 20人・࣎ランティア 12人、 

計 70人参加。職員によるࡦげࢲンスやマジッࢡショーなどでᴦしみ、「きくのん」の

Ⓩሙもあり㈰やかに⤊えることができた。 

 ②ⰼⅆ大会㸫8月 24日（ᮌ）4㹄ᒇ上で行い、アイスのジェラートは食べたけどビールを

出す時間がなく不満もあったが、手ᣢࡕⰼⅆでᴦしࡴことができた。 

③ᩗ老⚃㈡会㸫9月 16日（ᅵ） 利用者家族 30ୡᖏ・来㈱ 10名参加。光陽バンࢻ」ࢻ 

 ロップスの₇ዌをᴦしんだ。ショート利用者もྵみ記ᛕ品を手Ώし、大事そうに受け

と 

っていた。 

 ④新年⚃㈡会㸫1月 3日（水） ᜏ例になった職員手作りの千寿⚄社にึユをし、㢪い事 

をした後᫇の正月㐟びをᴦしみ 時をかしんだ。 

➨㸱 㒊㛛ูࡢ≧ἣ 

1 ⟶⌮࣭事ົ㒊㛛 

（１）全体運営（マネジ࣓ント）について 

 理ᛕに基づいての実㊶を基本とし、運営基本方㔪として組織原則である「①専門化の原

則」「②ᶒ㝈・㈐任一⮴の原則」「③௧一元化の原則」「④⤫制⠊ᅖ適正化の原則」「⑤例

እの原則」に基づき「介護力向上（水分・自力ἥ・経ཱྀᦤ取・認知症ケア等）」「リスࢡ

管理」 

「利用者のኌの⫈取とᐤりῧい」「家族のኌを⫈取」「地域と共同での防災対策」「ᅾᏯ介

護サービスの充実」「社会的貢献事業への取組」を指ᶆにおいて実㊶に取り組んだ。 

（２）事務、経理・備品、修⧋等管理について 

 ①事務・経理 
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  28年度に退職のពᛮを明らかにした事務職員の補充対応が十分でなく、非常勤化によ 

る退職のᘏ長や 28年度末の社会保険労務士事務所の業務委託・法人本部、他施設からの

支援、᭦に事務室職員の業務分担の㐣重と事務体制の不備が㟢࿊された年度であった。 

 ②ᘓ≀・備品等修⧋ 

ア 修⧋工事は平年୪みの 38件で⤊了したが、経年ຎ化は一ẁと進行している。⥭ᛴ

工事としてエアコン室እ機、エࣞベーター主ロープの取換工事である。  

イ 㟁力・ガス・水道用料はここ数年、平ᆒ用料となっており、大きなኚ動はな

い。 

ウ 消⪖品としてはコピー用⣬௦が減額となりおᑼᣔき等も平年୪みにⴠࡕ╔いた。 

（３）ㅖ会議開催状況 

①職員全体会 3 回 

 ア 第 1回㸫 5月 26日(金)  

㹟 入ᒃ者待機状況  㹠 28年度事業・決算状況報告 㹡 各ࢢループ・委員会 

報告 㹢 事ᨾ防止委員会「㹉㹗㹒（༴険予知）トࣞーニンࢢ」 40 名 

 イ 第 2回㸫10月 2７日（金）41 名 

a 白翁会コンプライアンス学習̿理事長講⩏ 㹠 高齢者施設福祉研✲大会発⾲ 

 報告 㹡 講₇「精⚄ᝈを伴った高齢利用者へのフ࢛ロー」 講師：㹋ネット 

 ᮾ㐲 原田正⨾Ặ  

 ウ 第 3回㸫 3月 23日(金)  

㹟 白翁会就業規則、給与規程等の改正ㄝ明 

②管理運営会議 12 回（4/24・5/29・6/22・7/24・8/24・9/28・10/27・11/24・12/25・ 

1/25・2/23・3/23） 

 ③専門会議（委員会） 

ア 介護部主任・主任会議 13 回（4/24・5/29・6/22・7/24・8/24・9/28・10/27・

11/24・12/25・1/25・2/23・3/23） 計 13回 

イ トライアンࢢル会議 2 㝵・3㝵フロアー各 10回（4/24・5/29・6/22・7/24・8/24・ 

9/28・11/24・12/25・2/23・3/23） 

※トライアンࢢル会議㸻フロアー別主任主任会議 

  ウ 介護部フロアー会議 2 㝵フロアー １回（5/23㸫6名） 

              3㝵フロアー  2回 (4/2̿5名・10/27) 

  エ 介護部ࢢループ会議 4/2・10/27 年 2回しか開催できࡎ（前年は各ࢢループ各 3

回であった）、次年度の課題となった。 

医務室会議 6回(5/10・7/3・9/11・11/13・1/11・3/7 各参加人数は ࢜   5人) 

カ 介護力向上委員会 12 回（4/24-9・5/29-9・6/22-9・7/24-9・8/24-9・9/28-9・

10/27-9・11/24-9・12/25-8・1/25-8・2/23-8・3/23-10） 

 㸨㸫⥺以下は参加人数 
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（４）研修活動 

 Ｏ㹈㹒（職ሙ内研修）ۍ 

①主任・主任研修  4/24 10/10 対象 8名 

②新採用職員研修（介護・防災 5/26-5名・「ようこそ新人さん」3名対象 7/26） 

③感染症学習会 10/27 41名・Ύᤲ指導 9/11・13・15-ᘏべ 32名 

④課題ㄽᩥの全員対象ㄞ了ࣞポートのᥦ出 

 Ｏ㹄㹄㸫㹈㹒（職ሙእ出ᙇ・研修）ۍ

  ア 公的出ᙇ（県老施協総会等）           8回 10名 

  イ 中ᮾ㐲地区職種別研✲会                8回  8名 

  ウ 高齢者福祉大会「発⾲」等他の職ሙእ研修    13回 18 名 

    エ 市内４施設学習会 4/26・6/15・8/17・10/12・1/10 5回 10名  

 㸰 ㆤ㒊㛛 

（１）全体総ᣓ 

 目ᶆを「利用者のニーズにᐤりῧい利用者自㌟の保᭷⬟力を見出し、その力を活かࡏる

ようなケアを実㊶しつつ、ケアの質を向上さࡏる」とし取り組んだ。 

 利用者の「強み」を見出す事でトイࣞでのἥ、Ṍ行器用でのṌ行、食事形態の向上

等、利用者自㌟がᣢっている⬟力を引き出すケアが実㊶できた。また、機⬟㠃だけに╔目

するのではなく、生活の中での役割やᴦしみをᥦ౪し、一⥴に活動する事でその人らしい

日常を送る支援ができつつある。利用者の➗㢦が職員の喜びにも繋がった。 

 業務ࣞイアウトの作成、ㄪ整、1 日 1 人リーࢲー制は 3 年を経㐣した事で定╔化され、職

員ಶ々のព㆑や㈐任感は高まったように感じる。リーࢲーを中心に報の伝㐩、発ಙ、確

認をする体制作りも出来てきている。 

 「ケア᳨ウ」を活用しながら、利用者ಶ々の状態を確認・ᢕᥱし、またಶ別支援の⤫一

性をᅗってきた。ᒃ室担当者として利用者のᛮいやẼᣢࡕに、どれだけẼづくことができ

るかが大きなポイントであるが、ከゅ的ど点やὝᐹ力・ᛮいをỮみ取ることへのᙅ点のあ

る職員がඞ᭹できておらࡎ࿘ᅖの助ゝやアࢻバイスの必要性がある。 

 㠃会がከい利用者家族と「なじみの関ಀ」ができ、コミュニケーションの充実もᅗれて

いる。繋がりを強めるため実㝿のケアの様子をほᐹしてもらい日々の生活状況を伝える努

力を行ってきた。年３回の家族への手⣬、ࢢリーフケアの手⣬（１９名）は継続している。

退ཤされた家族がⰼ見行事に࣎ランティアに来てくれるなど千寿の園のケアが退ཤ後にも

繋がったことが特ᚩとしてᣲげられる。 

 主任・主任の役割۔

 1 日リーࢲー制が 3 年目となり１年㠃に比べ、フロアーのリーࢲー同士がおいの業務状

況等のᢕᥱができる様になってきた。他職種ともㄪ整役として⤫一した対応が行える様に

努めた。主主任によるトライアンࢢル会議を実施することでពᛮの一⮴と協力関ಀが構

⠏できた。介護力の㠃では、主任・主任のフ࢛ロー役があまり機⬟しなかった点が課題
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として残る。 

介護力向上委員会活動 12۔ 回 

自立支援ケアの取り組みとして 6 月㹼12 月に 2 㝵 3 名、3 㝵 3 名を対象者として選定し

職員 3 人㹼4 人ࢢループにて 1 名の利用者を対象に自立支援ケアのテーマを決め計画・実施

した。水分・食事・౽・運動のど点を基♏におきつつ利用者のᴦしみや➗㢦を増やす取

り組みを⪃えた。６名の利用者のケアに取り組ࡴ事により、「その人らしさとは」と⪃える

ど点ができ、利用者の「ᛮい」からケアの展開するព㆑がⱆ生えた。 

ア 新規採用職員研修会の開催 

  テーマࠗ࢜ムࢶእしはじめましࡻう㹼࢜ムࢶ用はだれのため㸽㹼࠘ 

 5 月 26 日 参加者 4 名 

 イ 第 9 回静岡県高齢者福祉研✲大会での発⾲ 8 月 4 日 ሙ所：ὠ市  

（２）各ࢢループ総ᣓ 

 ࠖࣉ࣮ࣝࢢ✵ࠕ㸰㝵۔

１ࣨ月に１日は「⎔ቃ整備の日」とし、各ᒃ室、サイࣞࢻールΎᤲ、食ᇽ床のΎᤲ、時

間のవ⿱をみて車᳔子のΎᤲを行った。3ࣨ月ࡈとに事ᨾの集計をし、フロアーにᥦ♧した

ことにより、各自が事ᨾの傾向、ከ発者のᢕᥱが出来た。ኌけについてព㆑は出来てい

たが、時間のవ⿱がなく介助後のኌけになってしまう事があった。今後はኌけと同時

にཱྀㄪにも配慮していくことを課題とする。ᒃ室担当者が他の職員にព見を⪺こうとして

いるが時間に追われ時差勤務で⫈取できないこともあり、ケア᳨ウがከ数あげられている

ためᢕᥱ・実㊶できていない事があった。ࢢループ会議を定期的に行っていきたい。 

 「ࣉ࣮ࣝࢢࡁ㍤ࠕ㸰㝵۔

 ⎔ቃ整備としてᒃ室、ᗯ下、食ᇽのベランࢲにᏘ⠇に合ったⰼや、ほⴥ᳜≀を置き、ᒇ

内にᒃてもᏘ⠇感が出る様な⎔ቃ作りを行った。利用者と一⥴に行う事で関わりも増えて

いた。ཱྀ⭍ケアについてはᒃ室担当者にࡦとり一人が取り組める内容のアンケートをとり

実施した。課題として出来なかった原因を分ᯒしẖ食後のཱྀ⭍ケアを目指していく。 

 ࠖࣉ࣮ࣝࢢឡࠕ㸱㝵۔

利用者との関わりをព㆑することでᛮいや状態をᢕᥱすることができた。短い時間では

あるがཱྀ⭍体᧯を継続して行うことで利用者の➗㢦を見ることができた。また、家族の㠃

会時には利用者報を伝えると共に利用者本人とゆっくり㐣ࡈす時間がᣢてるよう⎔ቃや

ሙ所の配慮を行った。今後もព㆑して関わる時間をつくることは課題である。一ᩧΎᤲを

実施してから共᭷ス࣌ースの整理整㡻はできたがᒃ室内まではできࡎ、ᒃ室担当者の役割

としての位置づけを明確にしていきたい。 

 ࠖࣉ࣮ࣝࢢࡉⱝࠕ㸱㝵۔

ショート利用者の報の共᭷化として、Ⲵ≀のカࢦに࣓ࣔ書きしカウンター内にも㈞り

⣬する事でᛀれ≀を減ᑡされることができた。㹧Pad での利用者の影はព㆑がⷧれ継続出
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来ていない。ᴦしみのある生活についてはࣞࢡリエーションを行うことでᑡしࡎつではあ

るが➗㢦を引き出ࡏた。⎔ቃ整備については時間にవ⿱がなく行うことが出来なかった。 

4「トࢡショートプロジェ」۔ 回開催（4/17・8/24・10/11・12/23・3/22） 

ア ショート利用者に対しアンケートㄪ査を行い 64名中 24名から回⟅を得た。 

イ ショート通ಙを 2回発行した。 

ウ ᅗ書コーナーの設置はしたが、機⬟しなかった。 

エ 介護職員の送迎機会の増数をᅗり、ᅾᏯでの様子を記㘓化した。 

㸱 ┦ㄯဨ㒊㛛 

１）ベッࢻ利用率の向上（目ᶆ値：98.5㸣） 

退所者は 20 名（Ọ╀者 19 名 医⒪機関への転院 1 名）と昨年度を 6 名下回った。しか

し待機者不足は続いており、対策として 11 月より関ಀ職種で入ᒃ会議をẖ月１回定例開催

し、入ᒃ状況や各種加算等について総合的に᳨ウを行ったことにより後半からは入ᒃ業務

にవ⿱をᣢつことができた。 

２）利用者・家族対応 

 家族᠓談会（5/27）、利用者᠓談会（2/7・８）を開催すると共に、日常の中からも利用者

や家族と直᥋関わりをᣢつよう努め、他職種と㐃ᦠ、協力を得ながら対応した。また、29

年度は家族から法律や制度等に関する問合ࡏがከくあり、関ಀ機関と協力し対応する事が

出来た。 

３）生活ᅔ❓者等の社会的ᙅ者へのアプローࢳ 

 行ᨻや地域ໟᣓ支援センター、ᒃᏯケアマネージャー等からの入ᒃ相談や౫㢗に対し、

施設のᣢࡕ得る力㔞を⪃慮し社会的役割を果たした。29 年度は生活保護受給者、⊂ᒃ、高

齢者２人ୡᖏ等を入ᒃに繋げ、医⒪機関からの入ᒃ౫㢗の増加にも短期利用をྵめ᭱大㝈

の対応を行っている。 

 ランティア受け入れの継続と地域社会との繋がりの強化࣎（４

 市࣎ランティアセンターからの౫㢗を受けᑠ中高校࣎ランティア（夏⚍り 12 名、運動会

12 名、ࢡリスマス会 12 名）や、高校生インターンシップ（3 名）を受け入れた。学生࣎ラ

ンティアは 29年度も募集人数を大ᖜに上回るᕼᮃ者があり受け入れ人数を増やして対応し

た。定期࣎ランティアを対象に᠓談会を開催し（7/5）活動⎔ቃの整備に努めた。地域社会

（ఫẸ）との関わりについては、菊川⚍時のవ⯆ᢨ㟢に 4 地区の来園があった。ൔに

よる法ヰ࣎ランティアは 6 回（4/20・5/6・7/25・9/5・1/16・2/15）来園があり、心の⒵し

（精⚄性）がなされた。 

㸲 ་ົᐊ㸦┳ㆤ㸧㒊㛛 

１）嘱託医師との㐃ᦠに関する業務内容についてマニュアル（平準化）は成に⮳って 

おらࡎ、引き続きの課題である。 

２）入ᒃ㠃᥋は３人の┳護師が担っており、家族の㒔合に合わࡏてスムーズに行えている。 

３）┳護師による介護職員の医⒪スキルࢳェッࢡ・指導は１回目を６月㹼８月にかけて実 
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施したが２回目は྾引の実施対象者がいないこと介護職員の人員不足により時間が取れࡎ 

行えなかった。 

４）感染症対策についてはインフルエンザ࣡ࢳࢡン᥋種・感染症の学習会を例年通り実施 

した。29年度から開ጞしたアࢡセル（除⳦Ὑ）でのΎᤲの取り組みの成果あるいは一ᩧ 

Ύᤲによる⎔ቃ整備のຠ果とも⪃えられるが入ᒃ者に感染症の発症はなかった。 

５）Ọ╀者は１９名あり１４名の┳取り加算を取得した。29 年度においても合同៘㟋⚍ 

（11/18）を行ない┳護師も参加した。家族との関ಀについては入ᒃ㠃᥋時から┳取りのㄝ 

明を行い✜やかな┳取りにつなげた。 

６）㐲方の家族や関ಀ性がⷧい家族をᢕᥱし、㐃⤡の取れる体制の構⠏に努力した。 

７）入ᒃ時から短期間で状がᝏ化し、ᩆᛴ受デ後に院でṚஸした利用者が４名あった。 

８）〟⒔は発㉥や軽いのẁ㝵で適ษな対応をすることで᪩期に治⒵できており、発症は 

いない。入ᒃ前からできていた方も入ᒃ後に改善されている。 

９）ᗣデ᩿は 4/6・11/16の２回行った。ストࣞスࢳェッࢡも実施している。 

㸳 ⤥㣗㒊㛛 

１）食生活の充実 

食生活改善委員会を月１回開催し、食に関わる生活に対し広⠊ᅖ、総合的に᳨ウし食生

活の充実に努めた。 

２）食事のᴦしみを増やす 

献立のマンネリ化を防ࡄため新࣓ニューを 15 回取り入れ、いࡎれもዲ評を得た。また᪪ 

の材料を献立に用したᏘ⠇の行事食を下記のとおり行った。 

࠙行事食4/1ࠚ開園記ᛕ日（㉥㣤・⚃㤝㢌）、5/5➃༗の⠇ྃ（┿㩾㤝㢌）、5/14ẕの日（カーネーション

㤝㢌）、7/7ኤ⚍り（ኤそうめん・ኤのኪ㤝㢌）、7/13 お┅（ࡰた㣰）、7/25 ᅵ用のଢ଼（㫐のⵦ↝）、

8/15 ⤊ᡓ記ᛕ日（すいとん）、9/18ᩗ老の日（㉥㣤）、9/23おᙼᓊ（おはࡂ）、10/4中⛅の名月（お月見

㤝㢌）、10/31ࣁロウィン（かࡷࡕࡰのしケーキ）、11/23勤労感ㅰの日（㉥㣤）、12/22冬⮳（かࡷࡕࡰ

料理）、12/23ኳⓚㄌ生日（㉥㣤）、12/25ࢡリスマス（ࢳキンライス）、12/31大ᬉ日（年㉺しそࡤ）、1/１

㹼2正月（おࡕࡏ料理・㞧↻・ᖸ支㤝㢌）、1/3新年⚃㈡会（㉥㣤・⏑㓇）、1/7草（草⢛）、1/11㙾開

き（おỒ⢊）、1/15ᑠ正月（ᑠ㇋⢛）、2/3⠇分（⠇分࣎ーロ）、2/11ᘓᅜ記ᛕ日（㉥㣤）、2/14バࣞンタイ

ンデー（ティラミスケーキ）、3/3㞮⚍り（ࡕらし寿ྖ・ᱜだんࡈ）、３/14ホ࣡イトデー（おからケーキࢳ

ョコマーࣈル）、3/21 おᙼᓊ（ࡰた㣰）  

３）体ㄪに合わࡏた食事のᥦ౪ 

 利用者の体ㄪに合わࡏ、食事形態のኚ᭦及び食事㔞の増減等、介護職員・┳護師・給食

委託業者と㐃ᦠし㏿やかに対応し、回後は᪩期に元の形態へᡠࡏるように取り組んだ。 

また食事ኚ᭦時に活用しやすいよう食形態一ぴ⾲を┿きで作成した。 

４）ᰤ養ケア・マネジ࣓ント実務の充実 

 入ᒃ後、㏿やかに報収集を行い、᪩いẁ㝵でᰤ養ケア計画の作成を行った。また、各

種協働により利用者の㌟体状況、ႚ食状況をᢕᥱしてᰤ養ケア評౯を行い、పᰤ養のリス
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の高い利用者にはᰤ養補助食品を補給しᰤ養改善に努めた。しかしᰤ養ケア・マネジ࣓ࢡ

ントのアセス࣓ントからࣔニタリンࢢまでの一㐃の作業が౫↛として後回しになっており

課題として残っている。 

５）⾨生管理のᚭᗏ 

委託業者と共にཔᡣ内の⾨生管理に努め、29年度も食中毒の発生を防ࡄことが出来た。

また食中毒・感染症対策委員として施設内の⾨生管理に努めた。 

㸴 ྛጤဨ会άື報告 

㸯㸧 ࣜ  ጤဨ会ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡࢫ

事ᨾ防止・苦解決・㌟体ᣊ᮰ᗫ止・〟⒔対策・ಶ人報委員会議事㘓をまとめ、管理

運営会議後にᥦ出しㄽ議᳨ウした。  

 ࠙出席者ࠚ管理運営会議出席者㸩杉ᾆ委員会委員長 

 会議開催日：4/24（月）・5/29（月）・6/22（月）・7/24（月）・8/24（ᮌ）・9/28（ᮌ） 

・10/27（金）・11/24（金）・12/15（月）・1/25（ᮌ）・2/23（金）・3/23（金） 

㸰㸧ⱞゎỴጤဨ会 

29年度のおける苦は 4件あり、ᒃᏯ支援事業所へ他事業所の苦が 1件あり、施設職

員のケアに対するもの１件、⾰㢮の⣮ኻに伴うもの 1件、短期の送迎ᛀれ 1件があり法人

苦解決第三者委員会を 6/21・1/31の 2回開催し、苦・事ᨾ状況を報告した。 

㸱㸧ಶ人報ಖㆤጤဨ会 

29年度も引き続きࢳェッࢡシートを全職員対象に行い 52名から回⟅を得て、ಶ人報保

護のព㆑向上に努めた。 

㸲㸧㌟యᣊ᮰ᗫṆ࣭ᚅ㜵Ṇጤဨ会 

開催日 4/10・5/3・6/8・7/4・8/2・9/3・10/16・11/4・12/8・1/9・2/10・3/4 計 12回開催 

 センサーマット用状況の確認を常時行い、29 年度はトロミを食するという食のఝ

体㦂を実施した。「㌟体ᣊ᮰ព㆑ㄪ査」を全職員対象を行い、32 人から回⟅を得、分ᯒしព

㆑の向上に繋げた。 

㸳㸧事ᨾ㜵Ṇጤဨ会㛤ദ᪥ 4/8࣭5/1࣭6/12࣭7/3࣭8/10࣭9/1࣭10/1࣭11/8࣭12/3࣭1/11࣭2/10࣭3/4 ィ 12ᅇ 

事ᨾ状況を分ᯒし対応を᳨ウすると共に「㹉㹗㹒（༴険予知）トࣞーニンࢢ」を全員で

取り組みに取り組んだ。また、自ẅ㢪ᮃをᣢつ利用ࡄループ別にㄽ議し事ᨾをᮍ↛に防ࢢ

者に対し精⚄保福祉士による学習会を開催した。 

㸴㸧〟⒔ᑐ⟇ጤဨ会開催日 4/13・5/11・6/5・7/7・9/7・10/3・11/9・12/12・1/4・2/6・3/6 計 12回 

ア ẖ月、定期に処置対応者をピッࢡアップし、前月と比較し状態・処置方法・対応

ケアについて確認を行うと共に、今後の対応・対策について᳨ドした。 

イ 〟の定⩏・予防や対応についてのຮ強会を行った。10/27-7・1/12-4・1/17-5人 

㸵㸧ឤᰁ࣭㣗୰ẘᑐ⟇ጤဨ会 

会議は 11回開催（2 月はᣢࡕ回り会議）4/14 㺃 5/16 ・6/27 ・7/27 ・8/8・9/8・10/16・

11/10・12/18・1/10・3/7 
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昨年度から計画していたアࢡセルを用した一ᩧΎᤲの準備が整い 8 月 14 日から施設内

の各部⨫で分担を決めて開ጞした。9月 11日・13日・15日の 3日間、OKUのᵽཱྀẶによりΎ

ᤲ指導の研修を行い、10月 27 日の職員全体会議でルビスタ用によるノロウイルス感染対応

の学習会を行った。29 年度は入ᒃ者のインフルエンザやノロウイルスの感染発症がなく経㐣

出来た。インフルエンザマニュアルの修正を行った。 

㸶㸧┳ྲྀࡾㆤጤဨ会  

委員会開催 12回（4㸭10・5㸭10・6㸭21・7㸭28・8㸭22・9㸭25・10㸭25・11㸭17・ 

12㸭5・1㸭18・2㸭9・3㸭13） 

第 1 回学習会は 11 月 18 日実施の合同៘㟋⚍（Ὕ月院：బ々ᮌఫ職）時に家族・職員

間でᅾりし日のᛮい出を᠓談し、ࡈ家族のᛮいを受けて当施設での┳取りケアをり㏉

る事が出来た。第 2 回学習会は┳取り期に対応した職員の精⚄的負担の軽減をᅗるため

に、ඛࡎ各フロアーにおいて CWよりࢢループࡈとの⪺き取りを中心に「┳取り期の対応

に関して不安に感じている事」をᢳ出した。その上で具体的な対応方法や問点・不明

点を明確にして共᭷する事出来た。施設長課題としてᮧ育子ㄽᩥ「高齢者における⤊

末期ケア・┳取りをめࡄるࢯーシャル࣡ーࢡ実㊶の課題」を全員がㄞ了しࣞポートした。 

㸷㸧་⒪ⓗࢣᏳᑐ⟇ጤဨ会 ８回開催（4/10・5/12・6/21・8/22・12/5・1/8・2/9・

3/13） 

①介護職員のスキルࢳェッࢡを１期間（6/2㹼8/23）において実施した。 

②新入職者１名に対し、経管ᰤ養・྾引の DVD を事前にど⫈後（2/6）指導を行った。 

10㸧⾨⏕ጤဨ会 

  9 回開催（4/10・5/30・6/21・7/28・9/25・12/5・12/13・1/18・3/13） 

１）ᗣデ᩿で要注ព者への受デ指導・⭜③ベルトの正しい╔指導と㈚与を行った。 

２）年１回のストࣞスࢳェッࢡ実施（対象職員 45 名中 44 名のᥦ出）⏘業医への⏦告なし。 

11㸧㣗⏕άᨵၿጤဨ会 

１）食事のᴦしみを増やす 

ࠗ感でᴦしࡴ食事࠘をテーマに５年前から実施している「フロアーでの食事の┒」（食

べるሙでのໝいで食をㄏうヨみ）は、利用者からおかわりのኌがከく⪺かれるようになり取

り組みの成果が得られている。イベントはࡰẖ月１回行い、Ꮨ⠇感を取り入れたイベント

食をᥦ౪することが出来た。また、利用者のㄌ生月にリࢡエストを⪺き࣓ニューに取り入れ

る活動も３年目を迎え、当日はㄌ生日カーࢻを送り、喜ࡤれる食事のᥦ౪に努めた。    

①イベント 計 11回実施 

࠙イベント食 ・会、6/29㩗のⅣⅆ↝、7/16夏⚍り（選ᢥ食・おዲみ↝きࡴ4/27㣰つき会、5/7手作り᯽㣰と新Ⲕをᴦしࠚ

リーム・㥏Ⳬ子）、8/31ࢡフトࢯ 流しそうめん、9/16 ᩗ老⚃㈡会（ᥱり寿ྖライࣈ・⚃㤝㢌）、10/19 さんまのⅣⅆ↝、

11/29↝きⰞ、12/28年ᛀれスイーࢶバイキン2/21、ࢢおዲみ↝き・⏑㓇パーティー、3/29㥏Ⳬ子ᒇさん 

②フロアーでカࣞーや㯝のかけỒの┒ 計 23回実施 

・カࣞー┒ э 4/18、6/22、7/24、8/29、9/26、10/26、1/19、2/19、3/20  
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・㯝のかけỒ э 4/11、4/26、5/30、10/5、10/18、11/7、11/20、12/19、1/17、1/30、2/15、2/26、3/13、3/27   

③利用者のリࢡエスト࣓ニュー  計ᘏべ 65回実施 

２）食事⎔ቃを整える 

᳔子にᗙり足を床にけて食事をする取り組みを継続して行うとともに、今年度はࠗ 静か

な⎔ቃで食事をしよう࠘をテーマに「食事時はテࣞビを消す」活動に取り組み、食事に集中

できる時間をᣢつことが出来た。さらに職員及び利用者へも継続の᭷↓のアンケートを実施

し、ࡰ全員のព見で来年度も継続する結果となった。 

３）適正で⨾しい給食のᥦ౪ができる 

 委託業者より給食材料費の収支報告を受け業務の質的向上に努めた。また年度末にࢳェッ

᳨、シートを活用して委託業務内容の見直しを行った。給食内容についてはࢡ 食⡙の所見を

参⪃にけや献立の組み合わࡏの見直しを行った。 

12㸧ᗈ報ጤဨ会 開催日 4/26・5/24・6/26・7/7・9/19・11/11・2/12 計 7回 

１）各Ꮨ⠇にあったテーマや行事を選び、Ꮨ⠇感が出るように作成した。 

２）┿がከくなり㐣ࡎࡂ、ᩥとのバランスを⪃えてࣞイアウトした。 

３）ࣞイアウトを 1から見直し広報⣬のデザインをኚえて、⦪書きの࣌ージも作成した。 

４）3回広報⣬発行した（8月、12月、4月）。 

13㸧㜵⅏ጤဨ会 

 ア 通常の防災カ⦎ 4 月 21 日・5 月 22 日・6月 23 日・7 月 27 日・8月 21 日・9 月 25

日・10月 25日・1月 19日・3月 22日  計 9回実施 

イ 地元自治会との共同カ⦎ 

 11月 10日  本通り下自治会自主防災組織とのᡴࡕ合わࡏ 

12月 3日   地域防災の日に合わࡏた自治会共同体㦂カ⦎ 

 ウ 11月 29日   コミュ࣓ールによるᢤきᡴࡕ非常び出しカ⦎ 

エ 12 月 17日   消防⨫立ࡕ入り᳨査 

2   ࢜ 月 22日  㟁による自家発㟁等取ᢅいカ⦎及びフロアー内の明かりの確保カ⦎ 

➨㸲 ▷ᮇධᡤ⏕άㆤ事業ᡤ 

１）新規契約者 37 件、⤊了者 24 件があり、うࡕ千寿の園への入ᒃが 8 件であり短期利用

者の⋓得と共に短期入所から施設入ᒃに繋がるよう努めた。デイサービス利用者の㐌

末利用ᕼᮃ者の増加による全体稼働の向上に努めた。また、29 年 11 月以㝆については

一人の利用者が今まで以上の日数の増をみることで、全体の利用増につながった。 

4 月㹼9 月の利用率 55.8㸣・10 月㹼3 月 79.9㸣の利用率で後半期の増が特ᚩ的だった。 

２）29 年度は「感染性ᝈ」が流行ࡎࡏ、一時的な利用止がなかった。 

３ 29 年 1 月に認ྍ取得を受けた「ࡩじのくにᆺ障害者短期入所事業」については、受入 

 体制が全ではなく、受入見合わࡏの状態となっていることが課題である。 

➨㸳 ᒃᏯㆤᨭ事業ᡤ 
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1 安定したᒃᏯ介護支援のᥦ౪に努める 

 特定事業所加算要件でもある定期的な会議開催を行う事で、各ケアマネジャーがᢪえる

ケースの課題を共᭷する事ができ、またディスカッションの機会にもなり得た。それによ

り、支援をより深いど点でㄽ議する事で、ඛを見通した関わりや援助が出来た。 

2 安定した事業運営のⅭに行う 2 つのྍど化 

 እ部に対する発ಙとして、市担当課や地域ໟᣓ支援センターへどの様など点で利用者へ

の関わりをᣢったかがわかる様にᩥ書により発ಙを行い、報ㄅࠗささやき࠘においてẸ

生委員や院への配布を行い選ࡤれる事業所として取り組んだ。しかし、年度後期におい

ては、事業所体制のᅾり方᳨ウ/体制構⠏等の業務もあり、発ಙを縮ᑠࡊࡏるを得なかった。 

 ࠗささやき࠘と㐃動さࡏ、介護保険報の確認手㡰を画ീでᥖ載し、わかり᫆い形でᥦ

♧し案内をすることが出来た事は特➹しておく。 

3 社会福祉法の事業所をよりព㆑した取り組み 

 精⚄障害の同ᒃ家族をྵんだケース、成年後見制度を利用ಁ進さࡏる必要のあるケース、

ⱝ年性認知症で支援の受け入れが㞴しいケース、40 ṓ前半の知的障害者の介護保険ヱ当ケ

ース等々、特性のあるケースが」数に⣼計出来る౫㢗があり、㢮ఝしたケースも」数対応

してきた。事業所として介護報酬に⮳らない期間からᑀに対応をしてきた実⦼からか、

関ಀ機関等から定期的に一定数の౫㢗が来る状況を⥔ᣢ出来ている。 
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資料編 

 

平成 29年度 

平成 30年 3月 31日現在 

 

特別養護老人ホーム千寿の園 
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１　介護度別利用（入居）者数

(男性 女性 )

(男性 女性 )

２　年齢別利用（入居）者数

６４歳
以下

65歳～
69歳

70歳～
74歳

75歳～
79歳

80歳～
84歳

85歳～
89歳

90歳～
94歳

95歳
以上

0 1 2 0 6 3 1 2

0 2 1 1 6 18 18 8

0 3 3 1 12 21 19 10

３　利用（入居）者平均年齢

４　在所期間別利用（入居）数

1年 2年 3年 4年 4年 1年 2年 3年 4年 4年

未満 未満 未満 未満 以上 未満 未満 未満 未満 以上

5 2 3 3 2 3 5 4 0 2 14

11 16 7 7 13 19 9 11 4 10 53

16 18 10 10 15 22 14 15 4 12 67

69 100.0%計 67計 100.0%

（平成30年3月31日現在）

介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４ 介護度５ 合　計

男　性 1 1 4 5 4 15

25 69

女　性 0 0 10 24 20

1.4% 20.3% 42.0% 36.2%

54

合　計 1 1 14 29

100.0%

平均要介護度 4.10 3.70 4.20

平成29年度　　　4.00 3.70 4.10

割合(%） 1.4%

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

合　計 合　計

（平成29年3月31日現在）

男　性 15 男　性 14

女　性 54 女　性 53

最低年齢 最高年齢 平均年齢 最低年齢

合　計 69 合　計 67

（平成30年3月31日現在）

最高年齢

男　性 83歳3ヶ月 66歳1ヶ月 99歳 男　性 83歳2ヶ月 65歳1ヶ月 99歳

平均年齢

女　性 88歳9ヶ月 65歳2ヶ月 102歳11ヶ月 女　性 88歳4ヶ月 64歳2ヶ月 104歳4ヶ月

合　計 87歳8ヶ月 合　計 87歳3ヶ月 　- 　-

（平成29年3月31日現在）

合　計 合計

（平成30年3月31日現在）

男　性 15 男　性

女　性 54 女　性

合　計 69 合　計

５　食事介助状況者数
（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

区　　 分 人　数 割　合 区　　分 人　数 割　合

全面介助者 10 14.5% 全面介助者 10 14.9%

一部介助者 24 34.8% 一部介助者 23 34.3%

介 助 な し 35 50.7% 介 助 な し 34 50.7%
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６　入浴介助状況者数

７　排泄介助状況者数

８　面会状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

188 193 300 258 278 244 254 228 243 200 173 256

6.3 6.2 6.7 8.6 9.0 8.1 8.2 7.6 7.8 6.5 6.2 8.3

９　外出（帰省）状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

8 7 4 1 3 3 2 3 2 5 1 4

8 11 6 3 7 7 4 5 5 9 6 6

１０　入居・退去状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 3 4 1 3 0 4 0 2 2 2 0

2 3 2 3 1 1 2 1 1 2 1 1

66 66 69 66 68 67 69 68 69 69 70 69

居宅 15 死亡 25

病院 5
他施設
長期入院 1

老健等 5 居宅 0

67

（平成29年度）

（平成29年度）

（平成29年度）

計 69 100.0% 計 100.0%

計 69 100.0% 計 67 100.0%

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

区　　　分 人数 割　合 区　　　分 人数 割　合

特 別 ・中間浴 43 62.3% 特 別 ・中間浴 47 70.1%

一 般 浴 26 37.7% 一 般 浴 20 29.9%

個      浴 0 0.0% 個      浴 0 0.0%

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

区　　 分 人数 割　合 区　　 分 人数 割　合
リハビリパンツでの排泄者(ベッ

ド上) 9 13.1% おむつ使用者 2 3.0%
紙ﾊﾟﾝﾂ又はﾄｲﾚ介助者､

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ使用者 31 44.9% 紙ﾊﾟﾝﾂ又はﾄｲﾚ介助者､
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ使用者 41 61.2%

歩行、杖等でのトイレ使用者 29 42.0% 歩行、杖等でのトイレ使用者 24 35.8%

合　計 平成28年度

人　  数 2,815 2,801

1日平均人数 7.7 7.7

（平成29年度）

合　計 平成28年度

人　数 43 52

日　数 77 64

合　計 平成28年度

入居者数 22 25

退去者数 20 26

月末在籍者数 816 823

入　　　居 退　　　去 平成28年度

性　別 男　性 女　性 合　計 男　性 女　性 合　計 入居 退去

人　数 7 15 22 6 14 20 25 26

入居前及び
退去時の状況

居　　宅 12 死　　亡 19

病　　院 4 他施設・長期入院 1

施設（老健等） 6 居　　宅 0

※療養型は施設とする
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１１  苦情受付状況

１）苦情受付件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

２）苦情の分類一覧

１２　他医療機関への受診状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 1 1 1 1 1

1 1 3 2 1 1 1 1 2 3 3 1

1 1

2

1

2 1 1 1 1

1 2 3 5 3 9 6

2 2 6 4 6 8 4 2 2 13 13 4

１３　入居者・利用者医療状況

　１）　入院状況 ２）　処置状況

人数 人数 人数 人数

4 0 0 0 68 1 66 2

0 1 0 3 4 0 8 0

1 0 0 0 20 6 10 11

11 9

（平成29年度）

合　計 平成28年度

苦情受付件数 4 1

（平成29年度）

苦  情  の  分  類 件  数 苦  情  の  分  類 件  数

平成28年度

ケアの内容に関わる事項 1 ケアの内容に関わる事項 3

個人の嗜好・選択に関わる事項 0 個人の嗜好・選択に関わる事項 0

他の利用者・職員に関わる事項 0 他の利用者・職員に関わる事項 0

面会者に関わる事項 0 面会者に関わる事項 0

財産管理等に関わる事項 1 財産管理等に関わる事項 0

施設内規に関する事項 0 施設内規に関する事項 0

その他 0 その他 1

合          計 2 合          計 1

（平成29年度）

計 平成28年度

内　科 6 5

精神科 0 2

脳外科 0 4

整形外科 20 9

外　科 2 5

泌尿器科 2 0

眼　科 1 1

皮膚科 6 2

歯科 29 14

耳鼻科 0 2

合　　計 66 44

（平成29年度） （平成30年3月31日現在）

治療科 治療科 平成28年度 処置状況 処置状況 （平成29年3月31日現在）

内科 泌尿器科 経口与薬 経管栄養

循環器科 整形外科 創傷処置 バルーンカテーテル挿入

外科 精神科 軟膏塗布 浣腸、摘便

点　眼
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月 月 月 月

４月 １０月 4(17) 1（4） ４月 １０月 1（10) 0（0）

５月 １１月 0（1） 3（20） ５月 １１月 0（4） 4（9）

６月 １２月 1（10） 1（11） ６月 １２月 1（0） 1（6）

７月 １月 1（9） 2（19） ７月 １月 0（2） 2（5）

８月 ２月 3（10） 4（19 ８月 ２月 2（4） 4（7）

９月 ３月 1（6） 7（18） ９月 ３月 1（3） 3（25）

１４　所在状況 １５　入居申込み（待機者）状況

入居 退去 在籍者数 入居 退去

20 16 57 21 24

2 3 7 2 1

0 1 1 1 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 2 1 1

22 20 67 25 26

１６　ボランティア（慰問）状況

３）　嘱託医師定期外往診状況(　）は電話指示依頼 ４）　オンコール出勤回数・（　　）は電話対応のみ回数

（平成29年度） （平成29年度）

回数 回数 平成28年度 回数 回数 平成28年度

2(12) 1(9) 1(4) 1(1)

2(24) 1(6) 3(1) 1(3)

2(15) 1(7) 0(1) 0(0)

3(12) 2(17) 3(7) 3(2)

1(4) 0(16) 1(2) 4(7)

1(13) 1(15) 0(2) 1(2)

合　　計 17(140) 28（144） 合　　計 18(32) 19（52）

（平成30年3月31日現在） （平成30年3月31日現在）

保険者名 在籍者数
入居･退去状況 平成28年3月31日現在 市区町名 申込者数 平成28年3月31日現在

菊川市 110 114
菊川市 61 掛川市 6 7
掛川市 6 御前崎市 3 3

牧之原市 0 静岡市 1 1
島田市 0 島田市 2 2

浜松市 0 牧之原市 4 2

その他 2 磐田市 2 2

合　  計 69 県外 3 3

合　　計 131 134

4/12～3/14

4/20～2/15

松本静苑（書道クラブ）　　　　　　　　　計9回 書道指導

（平成29年度）

月　　日 団体名（代表者名）および個人名 内　　　　容

4/14～11/24 傾聴・おはなしボランティア　　　計16回 利用者とのコミュニケーション

7月15日 学生ボランティア12名 行事（夏祭り）のお手伝い

9月16日 光陽荘バンド「ドロップス」 敬老祝賀会での楽器演奏

12月24日 小中学生ボランティア10名 行事（クリスマス会）のお手伝い

10月14日 ３丁目・４丁目・５丁目上・柳町自治会 菊川市祭典・踊り披露

11月12日 小中学生ボランティア１０名 行事（運動会）のお手伝い

洞月院住職法話　　全６回 法話・紙芝居
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１７　ボランティア（奉仕）状況

年間日数 延人数 年間日数 延人数

11 20

１８　事故調査状況
(平成28年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 計

6 1 4 4 2 8 3 3 11 4 6 1 53 108

4 1 1 5 3 6 2 6 6 7 2 7 50 52

3 13 12 7 10 10 4 9 7 2 3 7 87 131

0 2

2 2 1 1 1 2 1 3 1 1 1 16 15

2 1 1 4 4

3 1 12 1 4 2 23 25

1 2 3 5

2 1 3 1

1 1 2 2 2 1 9 15

1 1 1 3 2

1 1 1 1 2 6 11

1 2 2 2 7 7

21 22 30 20 21 29 10 21 35 19 17 19 264 378

１９　実習状況

2 4

1 2

0 0

3 6

（平成29年度）

団体名（代表者名）および個人名 内 容 団体名（代表者名）および個人名 内 容

民生・児童委員 清掃・傾聴

怪
我

＜所見＞

転倒

転落・滑落

外傷

誤薬

私物紛失

物損

忘れ物

誤嚥・誤飲

物
損

利用者同士のトラブル

合　計

（平成29年度）

食
物

薬

ケ
ア

投薬ミス

投薬忘れ

爪切り

異食

平成28年度

静岡こども福祉専門学校 介護福祉士単位実習 20 2

学 校 名 等 実 習 名 　年間延日数　 実人数

菊川南陵高等学校 インターンシップ 20 2

静岡県立小笠高等学校 インターンシップ 3 1

合　　　　　　　　計 43 5

（平成29年度）
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２０　短期入居生活介護利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

35 33 28 35 37 36 35 40 35 38 37 36

174 171 160 168 186 180 215 262 275 270 236 266

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

5.8 5.5 5.3 5.4 6.0 6.0 6.9 8.7 8.8 8.7 8.4 8.5

76 68 62 86 92 104 112 125 124 117 113 123

２１　居宅介護支援事業所利用状況（平成30年3月31日）

１）　新規登録者（要介護度者+要支援者）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
2 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0
2 1 1 1 1 0 2 2 1 0 0 1
4 1 1 1 2 1 4 2 3 0 0 1

２）　　要介護度契約者（介護度別１～５）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
2 3 0 2 2 0 2 2 3 1 1 1

３）　　契約終了者（死亡及び施設入所等者）
支援を終了した利用者の内訳

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
0 0 1 0 1 0 2 2 0 0 0 8
1 1 0 1 2 1 0 2 3 0 1 19
1 1 1 1 3 1 2 4 3 0 1 27

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

23 28 29 28 27 28 29 27 25 27 27 26

28 24 25 25 25 25 26 25 27 25 24 23

15 15 15 15 16 16 17 16 17 16 15 18

9 8 8 8 8 8 8 8 9 7 8 8

4 3 3 3 2 1 1 4 2 2 2 2

79 78 80 79 78 78 81 80 80 77 76 77

５）　　包括支援センターより介護予防委託実績件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

13 14 12 11 12 11 10 12 13 12 11 13

2 2 2 3 3 2 1 1 1 1 1 0

（平成29年度）

合　計 平成28年度

利用者人数 425 428

総利用者数 2,563 2,338

月平均利用率 平成28年度

１日平均 7.0 6.40

送迎回数 100.2 85.4

月 合計 平成28年度

男性 8 15
女性 12 19
合計 20 34

月 合計 平成28年度

新規実績 19 22

月 合計 平成28年度

男性 14 7

2

女性 31 17
合計 45 24

４）　　介護度別実績契約件数

月 合計 平成28年度

97 110

要介護1 324 224

予防 144

合計 943 861

月 合計

5 29 28

3 191 164

302

事業

137

19

居宅の届け出をした利用者数。受付、予防になった人数含む

新規支援者で要介護認定された利用者の数

実績請求した利用者の内訳

包括へ実績請求した数

4

平成28年度

335
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